
損要第１号様式の２ 

構 築 物 の 損 害 額 

物 件 名 経過年数 構造・数量・面積等 金 額 ※査定額 

郵便ポスト １０ 鉄 製 ・ 1 つ ○○○○○  

     

車 両 の 損 害 額 

所 有 者 車 名・型 式 購入年月 購入価格 ※査定額 

富田 太郎 ○○○○○   ○年〇月 ○○○○○  

     

     

林 野 の 損 害 額 

り 災 場 所 焼損面積 損害額 ※査定額 

富田林市○○町○○○番 1 アール ○○○○  

    

そ の 他 の 損 害 額 

物 件 名 数 量・面 積 等 金 額 ※査定額 

河 川 敷 1 ヘクタール ○○○○  

    

り 災 物 品 の 損 害 状 況 

品   名 数量 使用年数 購入金額(円) 損害区分 ※査定額 

テ レ ビ 1 5 年 ○○○○○ 焼･水･その他  

た ん す 1 10 年 ○○○○ 焼･水･その他  

    焼･水･その他  

    焼･水･その他  

    焼･水･その他  

    焼･水･その他  

    焼･水･その他  

    焼･水･その他  

記入要領 １．「り災建物の損害額」の用途欄は、住宅、店舗、共同住宅、工場等り災前に

使用していた用途を記入してください。 

     ２．「建築(購入)価格」欄は、建物のみの価格を記入してください。(土地の価格

を含まない。) 

     ３．「構築物の損害額」の物件名欄は、塀、看板等の別を記入し、構造は具体的

に記入して下さい。 

     ４．「損害区分」欄の「焼」は、焼けたもの、熱で変形したもの、煙で汚れたも

のなど。「水」は、消火により濡れたもの、破損したものなど。「その他」

は持ち出し等により破損したもの及び爆発で破損したものなど。 

     ５．※印の欄は記入しないで下さい。 

 

塀・看板・電柱等がり災した

場合に記入してください。 

電車・自動車・バイク・原動付自転車

がり災した場合に記入してください。 

森林・原野・牧野がり災した

場合に記入してください。 

空地・田畑・道路・河川敷等がり

災した場合に記入してください。 

り災建物内の収容物がり災し

た場合に記入してください。 

焼けや熱による変形又

は煙で汚れた場合に記

入してください。 

消火により濡れた場合や破損

した場合に記入してください。 持ち出し等により破損し

た場合や爆発により破損

した場合に記入してくだ

さい。 


